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● いつでも１０人以上の子どもが集まってくれる。
●財源は、活動を理解してくれる人の会費に支えてもらえる。
●子どもの遊び相手として、若い人が参加してくれる。
●地域の人に知ってもらい、お年寄りにも来てもらって交流できる。

●いつも来てくれるのは、４～５人くらい。
●スタッフは手弁当で交通費も出すことができない。
●スタッフは４０代以上の女性ばかり。
●この団体の名前は知っていても、何をしているのか知られていない。

▼



2

P（企画）�D（実施）�
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P（企画）� D（実施）�

A（改善）� C（評価）�

やりっぱなしで、ひたすら走
り続ける…。ＰＤＰＤベルト�

評価、改善をしてふたたび企
画するフィードアップループ�



A チラシをくばる

B ポスターをつくる

Cクチコミで広めてもらう

Dフリーマーケットなどのイベント

で地域の人を集め、知らせる

E 団体のパンフレットを作る

F 高齢者との交流会を企画する

Gチラシを町内会で回覧してもらう

H施設の前に看板をつける

A チラシをくばる

B ポスターをつくる

Cクチコミで広めてもらう

Gチラシを町内会で回覧してもらう

B ポスターをつくる

A チラシをくばる

Cクチコミで広めてもらう

Gチラシを町内会で回覧

してもらう

Dフリーマーケットなどのイベント

で地域の人を集め、知らせる

E 団体のパンフレットを作る

F 高齢者との交流会を企画する

H施設の前に看板をつける

皆さんが行うときは、付せん紙を使ってみましょう。付せん紙１枚につき、アイデア１

つを書き込むようにすると、並べ替えや順位付けが簡単にできます。

H施設の前に看板をつける

F 高齢者との交流会を企画する

E 団体のパンフレットを作る

Dフリーマーケットなどのイベント

で地域の人を集め、知らせる
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環境アセスメント

公共事業評価

ロジックモデル

時のアセスメント

政策マーケティング型

行政品質

事務事業評価

愛・地球博、ほか多数

国土交通省 等

福井県、加古川市、東海市 等

北海道、川崎市 等

東海市、一宮市、愛西市 等

マルコムボルドリッジ賞、日本経営
品質賞 等

多数の自治体

環境に著しい影響を及ぼすおそれがある事業
について、その程度等を評価するもの

道路、港湾、空港などの大規模公共事業の必
要性を評価するもの（費用便益分析等）

個々の事業の実効性を論理的に確認・検証す
るために評価するもの

時代の変化に対応し、あらためて事業の価値
や効果を再評価するもの

住民調査により決定した「生活課題」に対し、
指標を設定し、パフォマンスを評価するもの

組織、マネジメント、サービスなどの品質を評価
するもの

目的、意図や手段の妥当性、コストなど多様な
視点で評価するもの



設立の経緯：1995年3月に「市民公益活動を考える」討論会を7人の呼びかけ人でスター

トさせたことが活動開始のきっかけ。その後、訪英調査やスクランブルサロン等の交流活

動を経て、1997年11月に「市民フォーラム21・NPOセンター」として正式発足。

目的：わたしたちは「公共のあり方を変える～市民の力と志が活きる社会へ～」をめざし、

活動している中間支援組織です。「市民の力と志が活きる社会」の実現を、より確かなも

のとして、地域に根付かせることで、21 世紀型の市民自治社会を創りたいと思っていま

す。そのために、NPOセクターの力量形成と行政セクターの再生を重点二大事業に取り

組んでいます。

三重県生まれ。1992年よりNGO活動を
始め、同志社大学卒業後、財団法人勤務
を経て、1999年より市民フォーラム21・
NPOセンターに関わり、2004年より現職。
行政との協働に関する調査研究・提言、
市民参画型の社会指標づくりや計画づく
り等に取り組む。


